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「切放法（きりはなしほう）」は、評価替え後の⾦額をそのまま新しい
帳簿価額として引き継ぎ、翌期⾸の逆仕訳は⾏いません。

2

洗替法（あらいがえほう）と切放法（きりはなしほう）はどう違う？

「洗替法（あらいがえほう）」とは、期末に時価評価を⾏った後、翌期
⾸に「逆仕訳」をして帳簿価額を取得原価に戻す⼿法です。主にその他
有価証券や貸倒引当⾦の処理などで使われます。翌期⾸に逆仕訳の⼿間
はかかりますが、次のようなメリットがあります。

資産や負債を時価で再評価する際、その評価替えを⼀時的なものとするか、そのまま引き継ぐかで会計処理の⽅法が分かれます。 洗替法と切放法
の⼀番の違いは、「翌期⾸に元の価額（取得原価）に戻す仕訳を⾏うかどうか」です。

切放法洗替法

取得原価を常に把握できるため、投資成績を確認しやすい
実際の取引額ベースで客観的な評価ができる
評価替えを毎年リセットでき、⻑期保有資産の管理がシンプル

翌期⾸の逆仕訳が不要で、処理がシンプル
帳簿が直近の時価に近い状態を保てる

会計基準や税法により、項⽬ごとに選択できる処理⽅法が決まっています。
洗替法と切放法、どちらを採⽤すべき？ 項目 処理⽅法

棚卸資産 切放法
その他有価証券 洗替法
貸倒引当金 洗替法 または 差額補充法
固定資産（減損会計） 切放法
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借方科目 ⾦額 貸⽅科⽬ ⾦額
その他有価証券 5,000 その他有価証券評価差額⾦ 5,000

時価評価1 期末

洗替処理（逆仕訳）
帳簿価額を取得原価50,000円に戻します。
2 翌期首 借方科目 ⾦額 貸⽅科⽬ ⾦額

その他有価証券評価差額⾦ 5,000 その他有価証券 5,000

損益の確定
取得原価に戻っているため、差額7,000円が
売却益です。

3 売却時 借方科目 ⾦額 貸⽅科⽬ ⾦額

預⾦
57,000 その他有価証券 50,000

投資有価証券売却益 7,000※ 実務では税効果会計の適⽤により繰延税⾦負債の計
上が必要です。

その他有価証券（持ち合い株式や⻑期保有⽬的の株式など）は洗替法
が適⽤されます。 取得原価50,000円 → 期末時価55,000円 → 翌期に57,000円で売却例

その他有価証券の洗替処理仕訳〄㔀
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棚卸資産の評価損（切放法）仕訳〄㘀
商品の取得原価100,000円 → 期末の正味売却価額70,000円に下落例

借方科目 ⾦額 貸⽅科⽬ ⾦額
棚卸評価損 30,000 商品 30,000

評価損の計上期末

切放法では翌期⾸の逆仕訳を⾏いません。帳簿
価額は70,000円のまま据え置きます。

前期分の戻し⼊れ1

貸倒引当⾦の洗替処理仕訳〄顎
前期末に40,000円設定 → 当期末に新しく64,000円設定する場合。例

借方科目 ⾦額 貸⽅科⽬ ⾦額
貸倒引当⾦ 40,000 貸倒引当⾦戻⼊益 40,000前期に記録した引当⾦を⼀旦ゼロに戻します。

借方科目 ⾦額 貸⽅科⽬ ⾦額
貸倒引当⾦繰⼊ 64,000 貸倒引当⾦ 64,000当期末に必要な⾦額を改めて記録します。

当期分の計上2

棚卸資産の評価損は切放法で処理します。⼀度切り下げた簿価は戻し
ません。

中⼩企業の実務では、貸倒引当⾦は「洗替法」で処理するのが⼀般的
です。


